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◇ 自分に見えているまま表現する日本語と、出来事全体を外から見ている感覚で表現する英語。

　　ネイティブの見ている世界はどんなものかを、図を用いて目からウロコの解説。

◆ おなじみの動詞　tell/speak/tell/say や look/watch/see などはどう使い分けるか。

◇ 現在形は不変の事実や知識を、進行形は終わりのある動作を表し、生き生きとした臨場感を持つ。

◆ 助動詞willとbe going to、mustとhave to、canとbe able toはどう使い分けるか。

◇ 「out→外に出る」「across→渡る」「through→通り抜ける」など、動詞の意味も表せる前置詞の力。

「接続詞thatの使い方をはじめ、ネイティブの感覚を見事に究明。
　認知言語学の第一人者、濱田英人先生が解き明かした待望の書」

≪⽬次≫
第１章 英語の表現パターン ５⽂型の真実／英語らしい構⽂をつくる他動詞や無⽣物主語 　四六判・並製
第２章 動詞のイメージ takeとhave／goとcome／startとbeginなどの使い分け⽅ 　定価：1800円＋税

　240ページ
第４章 助動詞の働き 「していいですか」とたずねる時の、mayとcanの違い など
第５章 冠詞（a/the）と名詞的要素 theは聞き⼿が何を指しているか理解できると判断した時に使う
第６章 前置詞の世界 onは接触、inは領域、byは密接さ……等々、前置詞ぞれぞれの含むイメージを丁寧に解説
第７章 英語の語順の原理 英語は、重要なモノから先に⾔う。⼆つ以上の形容詞は個⼈的な主観から順に……など
第８章 英語の構⽂の表現効果 受動⽂、倒置⽂、挿⼊句、分詞構⽂などを使うことで英⽂に表情をつけるテクニック
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「行く」がなぜ "come" なの？　"the" と "a" はどう使い分けるの？
読めばハッと気づかされる、ネイティブの「英語感覚」の秘密！

　青灯社  新刊案内

英文法の正体 ネイティブの感覚で捉える

　──今井康人［札幌大学教授］

第３章 英語の時制と「完了形」「進⾏形」の感覚 今起こっていることは現在形では表せない


